
　
日
本
の
陸
上
自
衛
隊
は
、
北
か
ら
北

部
、
東
北
、
東
部
、
中
部
、
西
部
方
面
隊

の
５
つ
の
大
き
な
部
隊
に
区
分
さ
れ
て
い

ま
す
。
善
通
寺
駐
屯
地（
香
川
県
）に
司
令

部
を
置
く
第
14
旅
団
は
中
部
方
面
隊
に
属

し
、
四
国
の
防
衛
警
備
、
災
害
派
遣
な
ど

を
担
当
。
第
14
施
設
隊
は
そ
の
一
部
隊
で

す
。

　
平
成
７
年
11
月
に
策
定
さ
れ
た「
平
成

８
年
以
降
に
係
る
防
衛
計
画
大
綱
」に
基

づ
き
、
昭
和
56
年
か
ら
約
25
年
に
わ
た
り

四
国
４
県
の
防
衛
警
備
等
を
担
当
し
て
い

た「
第
２
混
成
団
」が
廃
止
さ
れ
、「
第
14

旅
団
」と
し
て
新
編
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
増
設
さ
れ
た
第
50
普
通
科
連
隊

が
、
平
成
22
年
３
月
に
新
設
さ
れ
た
高
知

駐
屯
地（
香
南
市
）に
移
駐
し
、
高
知
駐
屯

地
に
駐
屯
し
て
い
た
第
14
旅
団
施
設
中
隊

が
、
平
成
24
年
３
月
に
施
設
隊
に
格
上
げ

さ
れ
、
徳
島
駐
屯
地（
那
賀
川
町
）に
移
駐

し
ま
し
た
。
陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
の
開
設

は
、
徳
島
県
内
で
は
初
め
て
で
す
。

◆
第
14
施
設
隊

　
第
14
施
設
隊
は
四
国
で
唯
一
の
施
設
部

隊
で
、
徳
島
駐
屯
地
の
主
力
部
隊
で
す
。

障
害
の
構
成
・
処
理
、
陣
地
構
築
に
要
す

る
各
種
重
機
を
保
有
し
、
そ
れ
ら
の
器
材

を
使
用
し
た
旅
団
全
般
の
支
援
を
任
務
と

す
る
ほ
か
、
災
害
派
遣
や
民
生
協
力
活
動

で
も
幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
徳
島
駐
屯
地
に
は
、
施
設
隊
の
ほ
か
に

車
両
や
重
機
の
改
修
・
整
備
な
ど
で
施
設

隊
を
支
援
す
る
施
設
整
備
小
隊
や
、
駐
屯

地
の
維
持
・
管
理
を
任
務
と
す
る
業
務
隊
、

駐
屯
地
所
在
隊
員
の
給
与
業
務
や
調
達
業

務
を
担
う
第
４
４
０
会
計
隊
、
駐
屯
地
内

の
通
信
電
信
業
務
や
シ
ス
テ
ム
の
維
持
業

務
を
受
け
持
つ
第
３
２
３
基
地
通
信
中
隊

徳
島
派
遣
隊
が
所
在
し
て
い
ま
す
。

駐
屯
地
開
設
は
県
内
初

　

誘
致
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
十
数
年
―
。
待
望
の
陸
上
自
衛
隊

徳
島
駐
屯
地
が
那
賀
川
町
小
延
に
完
成
し
、
３
月
26
日
に
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
編
成
さ
れ
た
部
隊
は
、
第
14
施
設
隊
を
主
力
と
す
る

約
２
０
０
人
。
災
害
復
旧
を
任
務
の
一
つ
と
す
る
陸
上
自
衛
隊
の

誕
生
に
、
市
民
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
が 

我
が
ま
ち
に◆

施
設
隊
を
支
え
る
部
隊

特  集

　　
徳
島
駐
屯
地
は
阿
南
市
の
北
部
に
位
置

し
、
国
道
55
号
バ
イ
パ
ス
か
ら
ほ
ど
近
い

田
園
地
帯
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
約
11
万

平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
内
に
は
、
庁
舎
棟

や
隊
舎
棟
、
警
備
所
棟
、
倉
庫
棟
の
ほ
か
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育
館
施
設
も
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
駐
屯
地
の
中
央
に
あ
る
４
階
建
て
の
庁

舎
棟
で
は
、
各
種
部
隊
が
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
建
物
上
部
の「
え
ん
じ
色
」は
、

施
設
隊
の
職
種
カ
ラ
ー
を
表
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
庁
舎
棟
の
西
側
に
は
単
身
ま
た
は
独
身

の
隊
員
が
生
活
す
る
隊
舎
棟
が
あ
り
、
約

１
０
０
人
が
入
居
し
て
い
ま
す
。
１
階
の

共
有
部
分
に
は
、
食
堂
や
売
店
の
ほ
か
、

理
髪
店
や
喫
茶
店
も
あ
り
、
売
店
で
は
自

衛
隊
グ
ッ
ズ
や
お
土
産
品
も
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
建
物
の
北
側
に
は
資
機
材
を
格
納
し
た

倉
庫
棟
や
車
両
な
ど
を
整
備
す
る
整
備
工

場
棟
が
あ
る
ほ
か
、
陸
上
自
衛
隊
の
標
準

色
で
あ
る
Ｏ
Ｄ
色（
オ
リ
ー
ブ
ド
ラ
ブ
）で

統
一
さ
れ
た
大
型
重
機
が
ず
ら
り
と
並
ん

で
い
ま
す
。
数
種
類
の
車
両
を
連
結
さ
せ

て
橋
脚
な
し
で
架
け
る
こ
と
が
で
き
る
渡

河
器
材
は
最
新
式
で
、
配
備
さ
れ
て
い
る

の
は
全
国
で
も
こ
こ
だ
け
だ
と
か
。
通
常

時
は
、
こ
う
し
た
重
機
の
操
作
訓
練
や
災

害
を
想
定
し
た
動
作
訓
練
が
、
駐
屯
地
内

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

徳
島
駐
屯
地
施
設
の
概
要
　

　3月26日をもちまして阿南市那賀川町に
新たに開設しました徳島駐屯地の司令とし
て阿南市の皆様にご挨拶を申し上げます。
　駐屯地開設に当たりましては、多くの阿南市民の皆様の
ご協力、ご声援をいただき駐屯地隊員一同、大変感謝し
ています。
　我々、徳島駐屯地所在部隊は、現在の国際情勢のなか、
我が国の平和と独立を守り、国の安全を保つ重責を担う
部隊として、いかなる任務に対しても即応できるよう精強
な部隊を練成するとともに、物心両面にわたる準備を整え
てまいります。
　また、最近では、南海トラフ巨大地震がいつ発生しても
おかしくないといわれているなか、災害に対する即応態勢
を確立するとともに、阿南市をはじめとする徳島県自治体
との連携を図り、災害発生時には部隊一丸となって対応
するよう考えています。
　最後に、地元での各種行事などを通じて阿南市の皆様
と交流を図り、一日でも早く地域の一員となり、地域の皆
様に愛される駐屯地をめざしてまいる所存ですので、今後
ともよろしくお願いします。

徳島駐屯地司令
津田 充寿さん（鳴門市出身・40歳）

移駐あいさつ

祝辞を述べる岩浅市長
完成した庁舎棟（右）と隊舎棟。
阿南宿舎および用地取得費等を含む総事業費は約70億円。
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誘
致
・
立
地
推
進
の
あ
ゆ
み

　　
平
成
７
年
11
月
に
策
定
さ
れ
た
「
平
成

８
年
以
降
に
係
る
防
衛
計
画
大
綱
」
で
、

陸
上
自
衛
隊
が
18
万
人
体
制
か
ら
16
万
人

体
制
へ
と
ス
リ
ム
化
が
図
ら
れ
た
な
か
、

四
国
の
部
隊
は
増
強
や
新
編
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
当
時
、
徳
島
県
に
は
陸
上
自
衛
隊
の
駐

屯
地
は
な
く
、
台
風
や
南
海
地
震
に
よ
る

大
規
模
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
な

ど
、
防
災
上
の
観
点
か
ら
も
駐
屯
地
誘
致

の
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
の
流
れ
に
い
ち
早
く
乗
っ
た
の
が
旧

那
賀
川
町
で
し
た
。
平
成
11
年
９
月
、
旧

那
賀
川
町
議
会
で
「
陸
上
自
衛
隊
誘
致
促

進
」
が
決
議
さ
れ
、
平
成
12
年
２
月
徳
島

県
議
会
で
も
誘
致
決
議
が
な
さ
れ
た
こ
と

地
域
に
と
っ
て
身
近
な
自
衛
隊

　　
自
衛
隊
活
動
の
一
つ
に
、
公
共
性
の
あ

る
行
事
に
参
加
し
て
地
域
住
民
と
の
交
流

を
促
進
す
る
民
生
協
力
活
動
が
あ
り
ま

す
。「
そ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」と

期
待
を
寄
せ
て
い
る
の
が
、
小
延
協
議
会

会
長
の
浅
川
　
造
さ
ん（
65
歳
）で
す
。
長

年
、
地
元
住
民
の
代
表
と
し
て
誘
致
活
動

に
ご
尽
力
さ
れ
た
浅
川
さ
ん
に
、
自
衛
隊

に
寄
せ
る
思
い
を
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

今
思
う
こ
と

　「
那
賀
川
町
に
駐
屯
地
配
備
が
決
ま
る

ま
で
は
本
当
に
長
く
感
じ
ま
し
た
が
、
い

ざ
工
事
が
始
ま
っ
て
み
れ
ば
あ
っ
と
い
う

間
の
３
年
間
で
し
た
。
無
事
工
事
も
終
わ

り
、
今
は
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
駐
屯
地

誘
致
は
、
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
な
く

し
て
実
現
で
き
な
か
っ
た
だ
け
に
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」

地
域
の
新
た
な
活
力

　「
駐
屯
地
開
設
で
約
４
５
０
人（
隊
員
の

家
族
を
含
む
）も
の
人
々
が
阿
南
市
に
移

を
受
け
、
本
格
的
に
誘
致
に
向
け
た
活
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
旧
那
賀
川
町
役
場
内
に
は
「
自
衛
隊
誘

致
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
調
査
・
研
究
が
行
わ
れ
る

一
方
で
、
住
民
と
の
懇
談
会
や
視
察
研
修

の
開
催
、
国
へ
の
要
望
活
動
も
精
力
的
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
方
々

の
理
解
と
協
力
、
誘
致
へ
の
熱
い
思
い
が

結
実
し
、
平
成
15
年
12
月
に
旧
那
賀
川
町

へ
の
施
設
隊
配
備
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
３
月
以
降
、
自
衛
隊
誘
致
事

業
は
新
市
に
引
き
継
が
れ
、
建
設
に
向
け

た
説
明
会
や
用
地
取
得
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
駐
屯
地
建
設
工
事
は
平
成
21
年
５
月

か
ら
始
め
ら
れ
、平
成
24
年
３
月
に
完
成
。

３
月
26
日
に
は
施
設
隊
お
よ
び
業
務
隊
の

編
成
完
結
式
が
行
わ
れ
、
徳
島
駐
屯
地
が

開
設
し
ま
し
た
。

り
住
ん
で
き
ま
し
た
。
地
元
商
店
街
で
は

飲
食
物
な
ど
を
中
心
に
消
費
が
増
え
て
い

る
ほ
か
、
タ
ク
シ
ー
利
用
の
増
加
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
駐
屯
地
開
設
は
、
地
域
経
済
の

新
た
な
活
力
と
な
っ
て
い
ま
す
」

身
近
な
自
衛
隊

　「
隊
員
の
皆
さ
ん
も
活
動
服（
制
服
）を

脱
げ
ば
地
域
に
暮
ら
す
住
民
と
同
じ
で

す
。
地
元
の
行
事
や
祭
り
な
ど
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
深

め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
衛
隊
施
設
を
開
放
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
な
ど
、子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
、

地
域
に
密
着
し
た
身
近
な
自
衛
隊
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

陸上自衛隊徳島駐屯地および宿舎の
誘致・立地推進のあゆみ
《徳島駐屯地》
H  7.11 「平成８年度以降に係る防衛計画大綱」策定
H11.  9 旧那賀川町議会「陸上自衛隊誘致促進」決議
H12.  3 徳島県議会「陸上自衛隊誘致」決議
H12.  8 「那賀川町自衛隊誘致の会」発足
H15.12 「施設隊」旧那賀川町に配備決定
H17.12 陸上自衛隊駐屯地「小延地区」に決定
H18.  3 阿南市・那賀川町・羽ノ浦町合併
H21.  5 駐屯地造成土木工事着工の安全祈願祭
H24.  3 徳島駐屯地開設（3 月 26 日）

《阿南宿舎》
H19.  8 防衛省「黒地宿舎」予定候補地で予算要求
H22.11 造成工事・建築工事着工
H24.  3 落成

歓迎行事で隊員とふれ合う子どもたち。（３月27日）▶

小延協議会
会長 浅川　造さん

隊
員
の
強
固
な
使
命
感
を

支
え
た
一
枚
の
手
紙

　
陸
上
自
衛
隊
と
い
え
ば
、
昨
年
の
東

日
本
大
震
災
で
の
活
躍
で
す
。
発
災
直

後
か
ら
被
災
地
入
り
し
、
３
日
目
に
は

３
万
６
千
人
が
、
一
週
間
後
に
は
総
隊
員

数
の
半
数
に
あ
た
る
７
万
人
を
動
員
し
て

幅
広
い
支
援
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
混

乱
を
極
め
た
被
災
地
現
場
で
、
隊
を
整
え

黙
々
と
任
務
を
遂
行
し
た
陸
上
自
衛
隊
の

底
力
は
感
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
四
国
か
ら
は
第
14
旅
団
の
主
力
部
隊
約

１
５
０
０
人
が
派
遣
さ
れ
、
３
月
18
日
か

ら
約
70
日
間
に
わ
た
り
宮
城
県
女
川
町
や

石
巻
市
北
東
部
で
復
旧
・
救
援
活
動
に
従

事
さ
れ
ま
し
た
。
広
報
を
担
当
す
る
渉
外

広
報
幹
部
の
伊
丹
秀
喜
さ
ん（
48
歳
・
善

通
寺
市
）は
、「〝
す
べ
て
の
活
動
は
被
災

者
の
た
め
に
！
〟を
旅
団
の
活
動
方
針
に

掲
げ
、
常
に
被
災
者
の
方
々
の
目
線
で
行

動
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。」と
、
強

い
使
命
感
を
持
っ
て
任
務
に
当
た
っ
た
隊

員
の
よ
う
す
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　「
被
災
地
の
現
場
で
は
被
災
者
と
ふ
れ

合
う
機
会
も
多
く
、
被
災
者
か
ら
の
ね
ぎ

ら
い
や
感
謝
の
言
葉
は
、
隊
員
の
大
き
な

力
に
な
り
ま
し
た
。」と
伊
丹
さ
ん
。
全
隊

員
の
気
持
ち
を
鼓
舞
さ
せ
た「
う
み
ち
ゃ

ん
の
手
紙
」の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
４
月
10
日
、
石
巻
市
の
追お

っ
ぱ
が
わ
波
川
河
川
運

動
公
園
で
の
で
き
ご
と
。
ワ
ン
ピ
ー
ス
姿

の
女
児
が
、
宿
営
地
内
を
歩
い
て
い
た
第

14
戦
車
中
隊（
岡
山
）の
隊
員
を
呼
び
止
め

「
こ
れ
読
ん
で
く
だ
さ
い
…
」と
手
紙
を
手

渡
し
ま
し
た
。
か
わ
い
ら
し
い
動
物
の
絵

が
描
か
れ
た
一
枚
の
手
紙
に
は
、
覚
え
た

て
の
た
ど
た
ど
し
い
文
字
で
、「
つ
な
み

の
せ
い
で
、
大
川
小
学
校
の
わ
た
し
の
お

と
も
だ
ち
が
み
ん
な
し
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。で
も
、じ
え
い
た
い
さ
ん
が
、が
ん
ば
っ

て
く
れ
て
い
る
の
で
、
わ
た
し
も
が
ん
ば

り
ま
す
。」と
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
日

本
を
た
す
け
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
も
お
う

え
ん
し
て
い
ま
す
。
じ
え
い
た
い
さ
ん
あ

り
が
と
う
。」と
も
。
そ
の
子
は
、
名
前
も

告
げ
ず
に
走
り
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
津
波
で
児
童
の
７
割
が
死
亡
・
行
方
不

明
と
な
っ
た
石
巻
市
立
大
川
小
学
校
の
児

童
と
み
ら
れ
る
女
児
か
ら
受
け
取
っ
た
捜

索
活
動
に
感
謝
す
る
手
紙
は
、
多
く
の
自

衛
隊
員
の
心
の
支
え
と
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

心
強
い
存
在

　
今
年
１
月
に
内
閣
府
が
行
っ
た
世
論
調

査
で
、「
自
衛
隊
に
対
す
る
良
い
印
象
を

持
っ
て
い
る
」と
答
え
た
人
は
91
・
７
％

と
、
昭
和
44
年
の
調
査
開
始
以
来
、
最
高

と
な
り
、
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
の
自

衛
隊
の
活
動
に
あ
っ
て
は
、実
に
99
・
７
％

が「
評
価
す
る
」と
答
え
て
い
ま
す
。
震
災

対
応
が
自
衛
隊
へ
の
信
頼
を
確
固
た
る
も

の
と
し
ま
し
た
。

　
自
衛
官
が
奉
職
す
る
際
の
宣
誓
文
に
は

次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　「
事
に
臨
ん
で
は
危
険
を
顧
み
ず
、
身

を
も
っ
て
責
務
の
完
遂
に
務
め
、
も
っ
て

国
民
の
負
託
に
こ
た
え
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」

　
自
衛
隊
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
、

今
回
の
震
災
で
示
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
あ
れ
か
ら
一
年
。
災
害
復
旧
を
任
務
の

一
つ
と
す
る
陸
上
自
衛
隊
の
駐
屯
は
、
大

規
模
災
害
に
備
え
る
本
市
に
と
っ
て
心
強

い
存
在
と
い
え
ま
す
。

女児が陸上自衛隊第14旅団の隊員に手渡した手紙。
（同旅団提供）
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